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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　継
続
と
絆

　一
般
社
団
法
人

　
　
　
　日
本
善
行
会

　常
務
理
事

　黒
澤

　猛

こ
の
度
、
平
成
二
十
八
年

度
定
時
総
会
に
お
い
て
、
常

務
理
事
に
推
挙
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
、
そ
の
責
務

の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
、
地
方
の
声
、

情
報
を
大
切
に
、
日
本
善
行

会
の
発
展
の
為
に
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
尽
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
北
の
大
地
、
北
海

道
、
現
在
、
支
部
と
し
て
三

支
部(

網
走
支
部
、
北
見
地

区
支
部
、
釧
根
支
部)

で
す

が
、
特
に
網
走
支
部
は
昨

年
度
四
十
周
年
を
迎
え
た

歴
史
あ
る
支
部
で
す
。
ま

た
、
北
見
地
区
支
部
は
、
来

年
度
、
創
立
三
十
五
年
と
な

り
ま
す
が
、
今
後
、
北
見
地

区
支
部
長
と
し
て
、
又
、
日

本
善
行
会
常
務
理
事
と
し

て
新
た
な
支
部
設
立
と
会

員
増
強
に
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
今
年
度
、
念
願
の

「
全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
制
」
が

創
立
さ
れ
尽
力
さ
れ
ま
し

た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
は

今
年
度
十
月
に
五
年
目
の

三
支
部
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
毎
年
三
支
部
の

当
番
で
、
各
支
部
工
夫
を
こ

ら
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
マ
ン
ネ
リ
化
防
止
策

と
し
て
新
た
な
内
容
充
実

を
図
る
為
に
も
、
各
支
部
の

多
く
の
問
題
解
決
策
の
情

報
が
必
要
で
す
。
そ
の
為
に

も
、
全
国
八
ブ
ロ
ッ
ク
が
設

立
さ
れ
、
今
後
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
の
活
動
は
も
と
よ
り
、
八

ブ
ロ
ッ
ク
間
の
連
携
、
融
合

が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
次

年
度
に
は
、
全
国
八
ブ
ロ
ッ

ク
長
の
会
議
を
開
催
い
た

だ
き
、
日
本
善
行
会
の
よ
り

発
展
に
繋
げ
る
波
紋
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

八
十
周
年
に
「
全
国
ブ
ロ
ッ

ク
長
会
議
」
を
開
催
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
制
の
新
た
な
、
ベ
ク

ト
ル
を
立
ち
上
げ
、「
活
動

し
な
が
ら
考
え
る
」
ブ
ロ
ッ

ク
制
に
し
た
い
も
の
で
す
。

今
後
、
常
務
理
事
の
組
織
の

一
員
と
し
て
責
務
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

新
支
部
長
の
抱
負

 

新
支
部
長
と
し
て
、

地
域
と
と
も
に

　金
沢
支
部
長

　
　
　
　
　野
村

　勇
一

此
の
度
、
石
川
県
金
沢
支

部
設
立
に
伴
い
支
部
長
と
い

う
重
責
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
受
け
た
以
上
、
全
員
一

同
で
、
更
な
る
発
展
を
目
指

し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

精
進
し
て
参
る
所
存
で
お
り

ま
す
。
今
の
社
会
は
余
り
に

も
暗
い
話
し
が
多
く
、
連
日

の
よ
う
に
青
少
年
の
話
題
が

多
く
、
今
後
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
と
不
安
が
止
み
ま
せ

ん
。
子
供
達
が
立
派
な
成
人

に
な
る
様
に
、
ま
た
高
齢
者

の
人
々
が
住
み
良
い
社
会
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
、

そ
れ
に
は
小
さ
な
灯
が
大
切

な
事
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
善
行
対
象
者
の 

発
掘
及
び
顕
彰
と
善
行
精
神

の
普
及
活
動
を
推
進
し
、
安

全
な
社
会
環
境
と
青
少
年
の

健
全
育
成
環
境
作
り
に
務
め

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

新

常

務

理

事

紹

介

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　福
井
県
福
井
支
部

総
会
で
「
十
周
年
記

念
式
典
」
を
協
議

福
井
県
支
部
（
支
部
長
中

嶋
光
子
）
は
、
六
月
四
日

（
土
）、
福
井
市
内
に
お
い
て

平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

定
例
議
案
の
承
認
可
決
の

後
、
明
年
は
福
井
県
支
部
創

立
十
周
年
と
な
り
、
同
記
念

式
典
及
び
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
交

流
会
が
当
県
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
準
備
、
開
催
要
領
等
に
つ

い
て
協
議
し
、
い
ず
れ
も
記

念
と
な
る
行
事
で
あ
る
こ
と

か
ら
会
員
は
多
数
参
加
す

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。
続
い
て
今
春
、
特
別

善
行
銀
章
を
受
章
し
た
古
市

謙
三
理
事
（
敦
賀
市
）
か
ら

受
章
時
の
感
激
の
報
告
が
あ

り
、
会
員
一
同
、
そ
の
長
年

の
功
労
を
称
え
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
、
こ
の
た

び
の
熊
本
地
震
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
ら
れ
た
支
部
へ
の

義
援
金
を
募
り
、
会
員
は
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

な
が
ら
寄
付
を
し
て
い
ま
し

た
。
集
め
ら
れ
た
浄
財
と
支

部
か
ら
の
義
援
金
を
合
わ
せ

て
早
速
、
本
部
へ
お
送
り
し

ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
早
や
来
年

の
十
周
年
行
事
に
話
題
が
集

中
し
、
会
員
の
期
待
も
大
き

い
こ
と
が

う
か
が
わ

れ
、
時
間

の
経
つ
の

も
忘
れ
る

ほ
ど
の
和

や
か
な
総

会
と
な
り

ま
し
た
。

　　兵
庫
県
支
部

支
部
総
会
盛
会
裡
に

開
催
さ
れ
る

―
支
部
役
員
の
改
選
―

平
成
二
十
八
年
七
月
三
日

（
日
）
兵
庫
県
支
部
で
は
、

神
戸
市
東
灘
区
の
「
櫻
宴
」

に
て
午
前
十
一
時
三
十
分

よ
り
、
平
成
二
十
八
年

度
の
支
部
総
会
を
開
催

し
、
来
賓
二
名
の
他
会
員

四
十
七
名
委
任
状
提
出
者

八
十
一
名
の
総
会
成
立
率

七
十
％
の
構
成
率
で
開
催

さ
れ
、
全
議
案
が
異
義
な

く
承
認
さ
れ
盛
会
裡
に
終

了
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改

選
に
つ
い
て
全
役
員
の
再

任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

早
乙
女
支
部
長
は
高
齢
と

体
調
不
良
の
た
め
任
期
二

年
を
一
年
と
し
て
支
部
長

を
受
諾
さ
れ
、
支
部
総
会

が
厳
粛
裡
に
終
了
し
懇
親

会
で
は
参
加
会
員
に
今
回

の
熊
本
地
震
の
義
援
金
の

募
金
を
行
い
、
今
後
開
催

さ
れ
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

で
も
募
金
を
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

支
部
で
は
県
下
を
四
ブ

ロ
ッ
ク
制
の

運
営
を
し
て

お
り
ま
す
。

す
で
に
阪
神

ブ
ロ
ッ
ク
の

総
会
は
五
月

二
十
九
日
に

終
了
し
、
今

後
神
戸
・
東

播
・
西
播
の

各
ブ
ロ
ッ
ク

が
順
次
開
催

さ
れ
ま
す
。

　　岩
手
県
支
部

千
羽
鶴
と
共
に

交
通
安
全
活
動
を

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
四
月
六
日
か
ら
と
の

通
知
が
都
南
総
含
支
所
よ
り

届
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
東

北
在
来
線
岩
手
飯
岡
駅
前
で

総
合
支
所
の
指
導
に
よ
り

「
交
通
安
全
千
羽
鶴
」
の
贈

呈
式
並
び
に
黄
色
い
羽
根
の

配
布
開
始
式
が
行
な
わ
れ
、

岩
手
県
支
部
よ
り
、
交
通
安

全
協
会
・
交
通
安
全
母
の
会

へ
「
交
通
安
全
千
羽
鶴
」
が

交
通
安
全
事
故
防
止
活
動

に
、
ご
活
用
さ
れ
る
よ
う
言

葉
を
添
え
て
贈
呈
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
参
加
団
体(

交

通
安
全
協
会
・
交
通
安
全
母

の
会
・
善
行
会
岩
手
県
支
部
・

見
前
交
番
所
・
交
通
指
導
隊)

へ
総
含
支
所
よ
り
、「
黄
色
い

羽
根
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
を
受

け
、
通
勤
・
通
学
で
電
車
の

乗
降
者
並
び
に
自
転
車
で
の

通
勤
通
学
の
方
々
や
歩
い
て

登
校
す
る
、
小
中
高
生
等
に

も
「
黄
色
い
羽
根
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
」
を
配
布
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、
交

通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
注

意
を
促
し
交
通
安
全
事
故
防

止
活
動
に
、
各
関
係
機
関
と

提
携
し
「
交
通
安
全
千
羽
鶴
」

と
共
に
交
通
安
全
活
動
に
参

加
し
、
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
な

が
し
ま
し
た
。

特
に
、
今
春
以
降
全
国
的

に
も
、
岩
手
県
に
お
き
ま
し

て
も
頻
繁
に
交
通
事
故
が
発

生
し
て
お

り
、
地
域
住

民
と
手
を
携

え
関
係
機
関

の
指
導
を
受

け
、
交
通
事

故
防
止
活
動

に
参
加
し
て

参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り

ま
す
。

　　青
森
県
弘
前
支
部

春
季
・
特
別
善
行
表

彰
伝
達
式
と
祝
賀
会

日
本
善
行
会
弘
前
支
部（
本

間
支
部
長
）
は
六
月
十
三
日
、

弘
前
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
で
平
成
二
十
八

年
度
春
季
・
特
別
善
行
表
彰

伝
達
式
を
行
い
、
同
支
部
管

内
の
一
団
体
、
七
個
人
に
表

彰
状
な
ど
を
授
与
し
て
栄
誉

を
た
た
え
た
。

終
了
後
は
、
祝
賀
会
が
行

わ
れ
、
和
や
か
な
内
に
終
了

し
た
。

　　群
馬
県
高
崎
支
部

群
馬
県
高
崎
支
部

平
成
二
十
八
年
度

定
期
総
会
・
懇
親
会

の
開
催

日
本
善
行
会
高
崎
支
部
の

平
成
二
十
八
年
度
定
期
総

会
・
懇
親
会
が
、
五
月
十
九

日
に
高
崎
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
支
部
長
は
主
催
者
あ

い
さ
つ
に
お
い
て
、
昨
年
の

創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
へ

の
御
礼
と
支
部
活
動
へ
の

感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
青
少
年
の
健

全
育
成
と
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
、
善
行
者
の
表
彰
推

薦
等
を
推
進
し
、
支
部
活
動

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
話
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
二
十
七

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・

監
査
報
告
、
会
則
の
一
部
改

正
、
役
員
の
改
選
、
平
成

二
十
八
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
ま
で
上
程
さ
れ
た
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

懇
親
会
で
は
、
高
崎
市
長

の
富
岡
賢
治
様
、
高
崎
市
中

学
校
長
会
長
の
戸
塚
太
重
様

よ
り
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
も
、
青
少
年
健
全
育

成
諸
団
体
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
団
体
の
代
表
者
の
皆

様
に
懇
親
会
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
高
崎
市
小

学
校
長
会
長
の
小
林
裕
子
様

の
乾
杯
の
ご
発
声
で
和
や
か

に
懇
親
会
が
始
ま
り
、
活
発

な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
、
出

席
者
の
有
意
義
な
交
流
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

高
崎
市
市
民
部
防
犯
・
青

少
年
課
長
の
髙
野
敦
様
に
し

め
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
、

最
後
に
記
念
撮
影
を
全
員
で

行
い
ま
し
た
。

石
川
県
金
沢
支
部

設
立
（
七
十
番
目
）
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